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(57)【要約】
【課題】客先筐体などの外部筐体との接続によって生じ
る外力に起因する液晶パネルの表示品位の悪化を抑制す
ることができる液晶表示装置の提供。
【解決手段】少なくとも、フロントフレーム２と、液晶
パネル３と、少なくともリアフレーム６を備えるバック
ライトユニット４と、をこの順に備える液晶表示装置１
において、液晶表示装置１の背面に、フロントフレーム
２に固定される背面固定枠５を設け、背面固定枠５に、
客先筐体などの外部筐体に取り付けるための取り付け部
１４、１５を設ける。これにより、外部筐体との接続に
よって生じる外力が液晶パネル３やバックライトユニッ
ト４に伝達しにくくなり、液晶パネル３や反射シート１
１の変形を抑え、表示品位の悪化を抑制することができ
る。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも、フロントフレームと、液晶パネルと、少なくともリアフレームを備えるバ
ックライトユニットと、をこの順に備える液晶表示装置において、
　前記液晶表示装置の背面に、前記フロントフレームに固定される背面固定部材を備え、
　前記背面固定部材に、外部の筐体に取り付けるための取り付け部を備えることを特徴と
する液晶表示装置。
【請求項２】
　液晶パネルと、バックライトシャーシ及びリアフレームの間に光源を備えるバックライ
トユニットと、前記液晶パネルの表示面側から装着され、前記バックライトユニットに結
合するフロントフレームと、を少なくとも備える液晶表示装置において、
　前記液晶表示装置の背面に、前記フロントフレームに固定され、前記液晶表示装置の背
面及び側面の少なくとも一部を覆う背面固定部材を備え、
　前記背面固定部材の側面及び背面の少なくとも一方に、外部の筐体に取り付けるための
取り付け部を備えることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】
　前記背面固定部材は、前記リアフレームにも固定可能に構成されることを特徴とする請
求項１又は２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記背面固定部材と、前記フロントフレーム、前記バックライトシャーシ及び前記リア
フレームの少なくとも一つとに、互いに嵌合する嵌合部又は互いに係合する突き当て部を
備え、
　前記嵌合部又は前記突き当て部により、前記背面固定部材が位置決めされることを特徴
とする請求項１乃至３のいずれか一に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記背面固定部材は、前記フロントフレームの側面の内側で該フロントフレームに当接
し、
　前記フロントフレームは、前記取り付け部に対応する位置に該取り付け部よりも大きい
貫通穴を備えることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか一に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記フロントフレーム及び前記背面固定部材の対応する位置に複数の通風穴を備え、前
記複数の通風穴により、前記液晶表示装置で発生した熱が外部に放出されることを特徴と
する請求項１乃至５のいずれか一に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記背面固定部材は、熱伝導性部材を介して前記バックライトユニットの背面に搭載さ
れる発熱部品に当接し、
　前記発熱部品で発生する熱が、前記熱伝導性部材を介して前記背面固定部材から外部に
放出されることを特徴とする請求項１乃至６のいずれか一に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＡＶ機器やＯＡ機器の表示装置として、薄型、軽量、低消費電力等の利点から液晶表示
装置が広く用いられている。この液晶表示装置は、図１３に示すように、対応する一対の
基板間に液晶が挟持され、その周囲にＴＣＰ（Tape Carrier Package）が接続された液晶
パネル１０３と、液晶パネル１０３を照明する光源などがバックライトシャーシとリアフ
レームとで保持されてなるバックライトユニット１０４と、液晶パネル１０３の表示面側
から取り付けられ、バックライトユニット１０５に固定されるフロントフレーム１０２と
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から構成される（例えば、下記特許文献１、２参照）。
【０００３】
　上記液晶表示装置１０１は、客先の装置に組み込むために客先筐体に取り付けて使用さ
れるが、図１４に示すように、液晶表示装置の側面で客先筐体に取り付ける場合は、バッ
クライトユニット１０４を構成するバックライトシャーシ１０７又はリアフレーム１０６
にねじ加工を施した取り付け部１１４を設けて客先筐体に固定し、液晶表示装置の背面で
客先筐体に取り付ける場合は、リアフレーム１０６にねじ加工を施した取り付け部１１５
を設けて客先筐体に固定している。
【０００４】
【特許文献１】特許第３２９６９９３号公報
【特許文献２】特開２００３－２９５７８９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　このように、従来の液晶表示装置では、液晶表示装置を客先筐体に取り付けるために、
バックライトユニットを構成するバックライトシャーシ１０７やリアフレーム１０６に取
り付け部１１４、１１５を設置していたが、この構造では、液晶表示装置を取り付ける側
（客先筐体など）との取り付け公差などにより、液晶表示装置を曲げる及び捻る等の変形
を生じさせる外力が発生し、液晶表示装置自体の剛性が低い場合には、この外力が液晶パ
ネルにも変形を生じさせ、液晶パネルの変形によって表示品位を悪化させてしまうという
問題があった。
【０００６】
　すなわち、図１４に示すように、液晶表示装置１０１の側面に取り付け部１１４を設置
した場合、取り付け部１１４にねじを挿入した時に発生するバックライトシャーシ１０７
及びリアフレーム１０６の変形が液晶パネル１０３に伝達し、液晶パネル１０３が変形し
て表示品位を悪化させてしまう。
【０００７】
　また、液晶表示装置１０１の背面に取り付け部１１５を設置した場合、取り付け部１１
５にねじを挿入した時に発生するリアフレーム１０６の変形がリアフレーム１０６の内側
に配置される反射シート１１１に伝達し、反射シート１１１の平面度を悪化させる。この
反射シート１１１の平面度の悪化はバックライトユニットの輝度均一性に悪影響を与え、
液晶パネル１０３の表示品位を悪化させてしまう。
【０００８】
　本発明は、上記問題点に鑑みてなされたものであって、その主たる目的は、客先筐体な
どの外部筐体との接続によって生じる外力に起因する液晶パネルの表示品位の悪化を抑制
することができる液晶表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するため、本発明は、少なくとも、フロントフレームと、液晶パネルと
、少なくともリアフレームを備えるバックライトユニットと、をこの順に備える液晶表示
装置において、前記液晶表示装置の背面に、前記フロントフレームに固定される背面固定
部材を備え、前記背面固定部材に、外部の筐体に取り付けるための取り付け部を備えるも
のである。
【００１０】
　また、本発明は、液晶パネルと、バックライトシャーシ及びリアフレームの間に光源を
備えるバックライトユニットと、前記液晶パネルの表示面側から装着され、前記バックラ
イトユニットに結合するフロントフレームと、を少なくとも備える液晶表示装置において
、前記液晶表示装置の背面に、前記フロントフレームに固定され、前記液晶表示装置の背
面及び側面の少なくとも一部を覆う背面固定部材を備え、前記背面固定部材の側面及び背
面の少なくとも一方に、外部の筐体に取り付けるための取り付け部を備えるものである。
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【００１１】
　本発明においては、前記背面固定部材は、前記リアフレームにも固定可能に構成するこ
とができる。
【００１２】
　また、本発明においては、前記背面固定部材と、前記フロントフレーム、前記バックラ
イトシャーシ及び前記リアフレームの少なくとも一つとに、互いに嵌合する嵌合部又は互
いに係合する突き当て部を備え、前記嵌合部又は前記突き当て部により、前記背面固定部
材が位置決めされる構成とすることができる。
【００１３】
　また、本発明においては、前記背面固定部材は、前記フロントフレームの側面の内側で
該フロントフレームに当接し、前記フロントフレームは、前記取り付け部に対応する位置
に該取り付け部よりも大きい貫通穴を備える構成とすることができる。
【００１４】
　また、本発明においては、前記フロントフレーム及び前記背面固定部材の対応する位置
に複数の通風穴を備え、前記複数の通風穴により、前記液晶表示装置で発生した熱が外部
に放出される構成とすることができる。
【００１５】
　また、本発明においては、前記背面固定部材は、熱伝導性部材を介して前記バックライ
トユニットの背面に搭載される発熱部品に当接し、前記発熱部品で発生する熱が、前記熱
伝導性部材を介して前記背面固定部材から外部に放出される構成とすることができる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明の液晶表示装置によれば、液晶表示装置を客先筐体などの外部筐体へ取り付けす
る場合、液晶表示装置と客先筐体の取り付け公差などにより液晶表示装置が変形し、さら
に液晶表示装置内部の液晶パネルやバックライトユニット構成物においても同様の変形が
生じることにより発生する、液晶パネルの表示品位の悪化を抑制することができる。
【００１７】
　その理由は、少なくとも、表示面側のフロントフレームと、液晶パネルと、少なくとも
背面側のリアフレームを備えるバックライトユニットと、をこの順に備える液晶表示装置
において、液晶表示装置の背面に、フロントフレームに結合する背面固定枠を備え、背面
固定枠に、外部筐体に取り付けるための取り付け部を備える構成とすることにより、外部
筐体との接続によって生じる外力が液晶パネルやバックライトユニットに伝達しにくくな
り、液晶パネルや反射シートの変形を抑えることができるからである。
【００１８】
　具体的には、背面固定枠の側面にねじ加工を施して取り付け部とすることにより、液晶
パネルを搭載する部材となるバックライトユニットを構成するバックライトシャーシへの
取り付け部の設置が不要となり、液晶パネルを搭載する面を変形させる外力の伝達を軽減
することができるからである。
【００１９】
　また、背面固定枠の背面にねじ加工を施して取り付け部とすることにより、バックライ
トユニットを構成するリアフレームへの取り付け部の設置が不要となり、リアフレームに
は外力が伝達されず、これにより光源の光を液晶パネル側へ反射させるためにリアフレー
ムの内側に配置される反射シートの平面度に影響を与えることがなく、バックライトユニ
ットの輝度均一性を確保することができるからである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　従来技術で示したように、フロントフレーム、液晶パネル、バックライトユニットにて
構成される液晶表示装置において、液晶表示装置を客先筐体に固定するための取り付け部
を設ける場合に、フロントフレーム、又はバックライトユニットを構成する部材であるバ
ックライトシャーシ又はリアフレームに、ねじ穴を設置する構造となっているため、客先
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筐体からの外力によって液晶パネルや反射シートが変形しやすく、その結果、表示品位が
悪化するという問題があった。
【００２１】
　この問題は、液晶パネルや反射シートを保持、固定する筐体に客先筐体を直接固定する
ことに起因していることから、本発明では、フロントフレーム、バックライトシャーシ、
リアフレームに加えて、液晶表示装置の背面側に背面固定枠を設け、この背面固定枠と客
先筐体とを固定する構造を採用する。
【００２２】
　この背面固定枠は、フロントフレーム、液晶パネル、バックライトユニットにて構成さ
れた液晶表示装置の背面を覆い、フロントフレーム及び／又はバックライトユニットと嵌
合、又はねじによる締結、又は粘着材による貼り付け等による機械的接合によって固定さ
れ、更に背面固定枠には、背面固定枠を含めた液晶表示装置を固定するための取り付け部
を有している。
【００２３】
　このような背面固定枠を追加することにより、客先筐体からの外力が液晶パネルや反射
シートに伝達しにくくなるため、液晶パネルや反射シートの変形に起因する表示品位の悪
化を抑制することができる。
【００２４】
　また、液晶表示装置の側面には液晶パネルに電気信号を入力するためにＴＣＰ等の部品
が配置され、この側面に取り付け部を設置する場合、個々のＴＣＰの間に取り付け部を設
置しなければならないが、背面固定枠に取り付け部を設置した場合、バックライトユニッ
ト及びＴＣＰ等の部材と奥行き方向にて重複しない位置に配置することにより、他部材の
配置の影響を受けないようにすることができるため、液晶表示装置の組立時の制約を軽減
することができる。また、液晶表示装置の背面に取り付け部を設置する場合においても、
液晶表示装置の背面側に配置する背面固定枠に取り付け部を設置することにより、他部材
の配置の影響を受けないようにすることができるため、同様に液晶表示装置の組立時の制
約を軽減することができる。
【００２５】
　また、液晶表示装置の剛性に寄与しているフロントフレームやバックライトユニットを
構成するバックライトシャーシ及びリアフレームに、更に背面固定枠を機械的に接合する
ことにより、液晶表示装置の剛性を向上させることができる。また、背面固定枠がフロン
トフレームと機械的接合することにより液晶表示装置全体が箱型構造となることによって
も液晶表示装置の剛性を向上させることができる。また、液晶表示装置を変形させる外力
が働いた場合、フロントフレームにおいては四隅部分への応力集中が考えられるが、フロ
ントフレームと背面固定枠とを接続することにより一体形状となるため、四隅部分の剛性
を向上させることができる。
【００２６】
　また、背面固定枠を金属製とした場合、リアフレーム上に設置される液晶パネルに電気
信号を入力する信号処理基板を背面固定枠が覆うことにより、外部からの電磁波を確実に
遮蔽することができ、液晶表示装置のＥＭＩ性能を向上させることができる。
【００２７】
　また、バックライトユニット内の発熱部品を熱伝導性物質を介して背面固定枠に接触さ
せたり、発熱部品を含む回路基板を背面固定枠に固定させることにより、背面固定枠を放
熱板として機能させることができるため、液晶表示装置の放熱性能を向上させることがで
きる。また、フロントフレーム及び背面固定枠の上部及び下部に通風穴を設けることによ
り、バックライトユニット内部のランプの発熱などにより温まった空気を外部に逃がすこ
とができるため、同様に液晶表示装置の放熱性能を向上させることができる。また、バッ
クライトユニット内部のランプの発熱によりバックライトユニットの放熱が必要な場合、
背面固定枠を金属性とし、バックライトユニットを構成する部材であるリアフレームと背
面固定枠を面接触させることにより、背面固定枠を放熱板として機能させることができ、
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これによっても液晶表示装置の放熱性能を向上させることができる。
【００２８】
　なお、背面固定枠を追加する分、液晶表示装置の組立工程は複雑になるが、背面固定枠
をバックライトユニットのリアフレームと結合可能な構造とすることにより、背面固定枠
の組立順序の変更が容易になり、また、背面固定枠をリアフレームに先に取り付ける場合
に、フロントフレーム及び背面固定枠に嵌合部を設けることにより、背面固定枠を正確に
取り付けることができる。
【実施例１】
【００２９】
　上記した本発明の実施の形態についてさらに詳細に説明すべく、本発明の第１の実施例
に係る液晶表示装置について、図１乃至図４を参照して説明する。図１は、本実施例の液
晶表示装置の構成を示す分解図であり、図２は、液晶表示装置の取り付け部の構造を示す
断面図である。また、図３は、本実施例のバックライトユニットの構成を示す分解図であ
り、図４は、本実施例の液晶表示装置の客先筐体への取り付け例を示す図である。
【００３０】
　図１に示すように、本実施例の液晶表示装置１は、液晶パネル３と、補助光源であるバ
ックライトユニット４と、液晶表示装置の表示面側から取り付けられ、液晶パネル３及び
バックライトユニット４の側面を覆い、液晶表示装置全体を保持する筐体（フロントフレ
ーム２と呼ぶ。）と、液晶表示装置１の背面側から取り付けられる筐体（背面固定枠５と
呼ぶ。）とを主な構成要素としている。
【００３１】
　液晶パネル３は、ＴＦＴ（Thin Film Transistor）等のスイッチング素子がマトリクス
状に形成されたＴＦＴ基板とカラーフィルター（ＣＦ）やブラックマトリクス（ＢＭ）等
が形成された対向基板と、両基板の間に挟持される液晶と、一方の基板の端子部に接続さ
れるＴＣＰ３ａなどで構成される。
【００３２】
　バックライトユニット４は、図３に示すように、表示面側の筐体（バックライトシャー
シ７と呼ぶ。）と、レンズシートや偏光シートなどの光学シート８と、ＣＣＦＬ（Cold C
athode Fluorescent Lamp）やＬＥＤ（Light Emitting Diode）等の光源（本実施例では
ＣＣＦＬ１０とする。）と、ＣＣＦＬ１０を支持するＣＣＦＬ支持台９と、ＣＣＦＬ１０
の光を液晶パネル３側に反射する反射シート１１と、背面側の筐体（リアフレーム６と呼
ぶ。）と、ＣＣＦＬ１０を点灯させるバックライトインバータ１２などで構成され、バッ
クライトシャーシ７やリアフレーム６によって外観が構成され、これらの部材により保護
されるＣＣＦＬ１０をバックライトユニット内に配置し、ＣＣＦＬ１０からの発光を光学
的な機能性を有する光学シート８を通じて液晶パネル３を照射する直下型方式となってい
る。
【００３３】
　なお、バックライトユニット４の光源の種類や発光方式は特に限定されず、発光方式と
して、バックライトユニットがバックライトシャーシやリアフレームによって構成され、
これらの部材により保護されるＣＣＦＬからの発光をＰＭＭＡ（Polymethylmethacrylate
）等の材質から成る導光板および光学的な機能性を有する光学シートを通じて液晶パネル
を照射するサイドライト型と呼ぶ発光方式などとしてもよい。
【００３４】
　また、図１及び図２に示すように、背面固定枠５は、液晶表示装置１の背面側からフロ
ントフレーム２の開口部内側に挿入され、フロントフレーム２及び背面固定枠５にそれぞ
れ複数個配置されている嵌合部２ｂと嵌合部５ｃとの嵌合、又はねじによる締結、又は粘
着材による貼り付け等による機械的接合によって固定される。また、背面固定枠５には、
液晶表示装置１を固定する部分にねじ加工を施すことにより、液晶表示装置１の側面また
は背面の任意の場所に取り付け部１４、１５が設置される。また、液晶表示装置１の側面
で客先筐体に取り付ける場合、フロントフレーム２の背面固定枠５に設置した取り付け部
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１４と重複する箇所に、取り付け部１４のねじ径よりも大きい穴あけ加工を施すことによ
り、背面固定枠５のねじ部が取り付け部１４として使用可能になる。
【００３５】
　なお、背面固定枠５の材質は、加工性、強度、放熱性、ＥＭＩ性能等を考慮すると、ア
ルミ合金、ステンレスなどの金属板金が適しているが、その材質や構成、製造方法等は特
に限定されず、例えば、樹脂成型や鋳造などの方法で製造してもよいし、複数の材料を積
層した構造としてもよい。また、背面固定枠５は、液晶表示装置１の背面及び側面の少な
くとも一部を覆う構造であればよく、その形状は特に限定されず、枠状、箱型形状、平板
の一部を折り曲げた形状などとすることができる。
【００３６】
　上記構造の液晶表示装置１を客先筐体に固定する場合、図４に示すように、液晶表示装
置１に客先筐体２００を被せ、その外側から液晶表示装置取り付けネジ２０１を差し込み
、フロントフレーム２の穴を通過して背面固定枠５の取り付け部１４等にねじ止めする構
造となるため、フロントフレーム２やバックライトシャーシ７、リアフレーム６に液晶表
示装置取り付けネジ２０１を直接ねじ止めする従来構造に比べて、液晶パネル３や反射シ
ート１１の変形を抑制することができるため、表示品位の悪化を抑制することができ、ま
た、客先筐体２００を背面固定枠５に取り付けることにより、他部材の配置の影響を受け
なくなり、液晶表示装置１の組立時の制約を軽減することができる。
【００３７】
　また、背面固定枠５を追加することにより、液晶表示装置全体の剛性やＥＭＩ性能を高
めることができ、また、ねじ接合部の面接触によりリアフレーム６から背面固定枠５への
熱伝導が可能となり、バックライトユニット４等からの発生する熱の放熱性能を高めるこ
とができる。
【００３８】
　また、図１３、図１４に示すように従来の液晶表示装置１０１では、取り付け部１１４
、１１５の位置を変更する場合、フロントフレーム１０２、リアフレーム１０６及びバッ
クライトシャーシ１０７の設計変更が必要となるが、図２に示すように、本実施例の液晶
表示装置１では、フロントフレーム２及び背面固定枠５の設計変更で済むことから、設計
変更を必要とする部材を削減することも可能となる。
【実施例２】
【００３９】
　次に、本発明の第２の実施例に係る液晶表示装置について、図５を参照して説明する。
図５は、本実施例の液晶表示装置の背面固定枠の取り付け構造を示す分解図である。
【００４０】
　前記した第１の実施例では、背面固定枠５をフロントフレーム２に固定する場合を示し
たが、図５に示すように、背面固定枠５をバックライトユニット４の構成部品であるリア
フレーム６に背面固定枠取り付けねじ２０２にて締結することも可能である。また、第１
と第２の実施例の構造を組み合わせて、背面固定枠５をフロントフレーム２と嵌合し、更
にリアフレーム６にねじ２０２にて締結することも可能である。このような構造とするこ
とにより、液晶表示装置１の組立時に、背面固定枠５をフロントフレーム２又はリアフレ
ーム６のどちらに先に固定してもよいため、背面固定枠５の組立順序を容易に変更するこ
とができる。
【実施例３】
【００４１】
　次に、本発明の第３の実施例に係る液晶表示装置について説明する。第３の実施例では
、前記した第１の実施例の構成において、図１に示すように、少なくともフロントフレー
ム２および背面固定枠５の上下面に通風穴２ａ、５ａを設ける。このような通風穴２ａ、
５ａを設けることにより、バックライトユニット４のＣＣＦＬ１０やバックライトインバ
ータ１２などで発生した熱を外部に逃がすことができるため、液晶表示装置１の放熱性能
を向上させることができる。なお、通風穴２ａ、５ａの配置や大きさ、数量などは特に限
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定されないが、発熱部品の近傍に配置したり、上下の対向する位置に配置することにより
、効率的に放熱することができる。
【実施例４】
【００４２】
　次に、本発明の第４の実施例に係る液晶表示装置について説明する。第４の実施例では
、前記した第３の実施例において、液晶表示装置の外周側に位置する部材（ここではフロ
ントフレーム２）の通風穴２ａを、内側に位置する部材（ここでは背面固定枠５）の通風
穴５ａよりも広範囲に配置する。これにより、液晶表示装置組立時の位置ずれにより通風
穴が塞がれてしまうことがなくなり、液晶表示装置１の放熱性能を確実に向上させること
ができる。
【実施例５】
【００４３】
　次に、本発明の第５の実施例に係る液晶表示装置について、図６を参照して説明する。
図６は、本実施例の液晶表示装置の部分拡大図である。
【００４４】
　第５の実施例では、前記した第１乃至第４の実施例の構造において、図６に示すように
、背面固定枠５とバックライトシャーシ７にそれぞれ位置決め用凸部５ｂ、位置決め用凹
部７ａを設ける。このような位置決め用凸部５ｂ、位置決め用凹部７ａを設けることによ
り、組み立て時に位置決めが可能となり、作業性を向上させることができると共に、背面
固定枠５を適正な位置に固定することができる。
【実施例６】
【００４５】
　次に、本発明の第６の実施例に係る液晶表示装置について、図７を参照して説明する。
図７は、バックライトインバータの部分拡大図である。
【００４６】
　第６の実施例では、前記した第１乃至第５の実施例の構造において、図１及び図７に示
すように、背面固定枠５とバックライトインバータ１２上に実装された発熱部品１２ａと
の間に、熱伝導性の高い金属やカーボン、金属を混入したゴムなどの熱伝導物質１２ｂを
介在させる。このように発熱部品１２ａと背面固定枠５との間に熱伝導物質１２ｂを介在
させることにより、発熱部品１２ａの熱を背面固定枠５へ熱伝導させることができ、これ
により発熱部品１２ａで発生する熱を効率的に外部に逃がすことができる。
【実施例７】
【００４７】
　次に、本発明の第７の実施例について、図８を参照して説明する。図８は、本実施例の
液晶表示装置の構成を示す分解図である。
【００４８】
　前記した第１の実施例では、バックライトユニット４のリアフレーム６にバックライト
インバータ１２を固定したが、本実施例では、図８に示すように、バックライトインバー
タ取り付けねじ２０３を用いて、背面固定枠５にバックライトインバータ１２を取り付け
る。このような構造により、背面固定枠５を放熱板として機能させることができ、発熱部
品１２ａで発生する熱を効率的に外部に逃がすことができる。
【実施例８】
【００４９】
　次に、本発明の第８の実施例について説明する。第８の実施例では、前記した第１の実
施例の構成において、図１に示すように、背面固定枠５をフロントフレーム２と機械的に
接合するために、それぞれに嵌合部２ｂ、嵌合部５ｃを設ける。このような嵌合部２ｂ、
嵌合部５ｃを設けることにより、背面固定枠５をリアフレーム６に先に固定した場合であ
っても、背面固定枠５をフロントフレーム２に正確に位置決めすることができる。
【実施例９】
【００５０】
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　次に、本発明の第９の実施例に係る液晶表示装置について、図９を参照して説明する。
図９は、本実施例の液晶表示装置の構成を示す外観図である。
【００５１】
　本実施例では、図９に示すように、背面固定枠取り付け用テープ２０４などを貼り付け
ることにより、背面固定枠５とフロントフレーム２を機械的に接合して固定する。このよ
うな固定構造を採用することにより、背面固定枠５及びフロントフレーム２の構造を簡略
化することができ、また、背面固定枠５が変形した場合でも、フロントフレーム２やバッ
クライトシャーシ７、リアフレーム６に加わる負荷を軽減することができる。
【実施例１０】
【００５２】
　次に、本発明の第１０の実施例に係る液晶表示装置について、図１０を参照して説明す
る。図１０は、本実施例の液晶表示装置の構成を示す外観図である。
【００５３】
　本実施例では、図１０に示すように、背面固定枠５に、信号処理基板１３を露出させる
穴２０５を設けて、液晶表示装置１と外部機器との接続を容易にする。また、上記構造に
おいて、穴２０５の端面に折り曲げ部２０６を付与することにより断面係数を向上させ、
穴２０５を設けることによる強度低下を防止することができる。
【００５４】
　断面係数とは、背面固定枠断面の形状によって一義的に決まるものであって、具体的に
は、背面固定枠断面の図心を通る軸に関する断面２次モーメントを軸から背面固定枠断面
の周囲までの最大距離で割ったものが断面係数である。図心は、１点を通る任意の軸に対
する断面１次モーメントが０となる位置であり、断面２次モーメントは背面固定枠断面を
微小面積に細分し、その微小面積に軸までの距離の２乗を乗じた値を全断面積について加
え合わせた値を表している。
【実施例１１】
【００５５】
　次に、本発明の第１１の実施例に係る液晶表示装置について説明する。第１１の実施例
では、前記した第１０の実施例の構成において、図１０に示すように、バックライトイン
バータ１２などに接続するためのケーブル２０７を通すケーブル接続穴２０８を設けて、
液晶表示装置１と外部機器との接続を容易にする。また、上記構造において、ケーブル接
続穴２０８の一部にスロープ形状２０９を設けることにより、ケーブル２０７の引出しを
容易にすると共に、ケーブル２０７の断線を未然に防止することができる。
【実施例１２】
【００５６】
　次に、本発明の第１２の実施例に係る液晶表示装置について、図１１を参照して説明す
る。図１１は、本実施例の液晶表示装置の部分拡大図である。
【００５７】
　図１に示すように、液晶表示装置１の組み立て時にフロントフレーム２と液晶パネル３
とバックライトユニット４が先に組まれた状態の半組み立て状態において、背面固定枠５
を取り付ける際には、フロントフレーム２枠内に背面固定枠５を挿入することになるが、
本実施例では、図１１に示すように、背面固定枠５の一部にテーパ形状５ｄを設ける。こ
れにより、フロントフレーム２枠内に背面固定枠５を挿入する作業を容易にすることがで
きる。
【実施例１３】
【００５８】
　次に、本発明の第１３の実施例に係る液晶表示装置について説明する。第１３の実施例
では、図８に示すように、背面固定枠５をフロントフレーム２の枠内へ挿入する場合、背
面固定枠５が挿入方向に必要以上に挿入されないように、バックライトユニットの部材（
本図の場合はバックライトシャーシ７）に突き当てる部分となる突き当て部５ｅを設ける
。このような突き当て部５ｅを設けることにより、組み立ての作業性を向上させることが
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できると共に、背面固定枠５を適正な位置に固定することができる。
【実施例１４】
【００５９】
　次に、本発明の第１４の実施例に係る液晶表示装置について説明する。図１に示すよう
に、背面固定枠５を取り付けることよりバックライトユニット４の背面が目視不可となる
ことから、本実施例では、背面固定枠５内のバックライトインバータ１２や信号処理基板
１３などの部材を目視確認できるように、背面固定枠５に確認用穴５ｆを設ける。このよ
うな確認用穴５ｆを設けることにより、部材の配置を確認しながら組み立て作業を行うこ
とができ、組み立ての作業性を向上させることができる。
【実施例１５】
【００６０】
　次に、本発明の第１５の実施例に係る液晶表示装置について、図１２を参照して説明す
る。図１２は、本実施例の液晶表示装置の構成を示す外観図である。
【００６１】
　図１２に示すように、背面固定枠５を板金加工品にした場合、背面固定枠５の材質や厚
み、形状によっては強度が不足する場合があることから、本実施例では、背面固定枠５の
所定の場所（例えば、長辺側の略中心部）に絞り加工形状５ｇを設ける。このような絞り
加工形状５ｇを設けることにより、断面係数を向上させることができ、背面固定枠５の強
度向上を図ることができる。
【００６２】
　なお、上記各実施例では、本発明の構造を液晶表示装置に適用する場合を示したが、本
発明は上記実施例に限定されるものではなく、有機ＥＬ（electroluminescence）表示装
置等の任意の表示装置に対して適用可能である。
【産業上の利用可能性】
【００６３】
　本発明は、液晶表示装置等の任意の表示装置に利用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００６４】
【図１】本発明の第１の実施例に係る液晶表示装置の構成を示す分解図である。
【図２】本発明の第１の実施例に係る液晶表示装置の取り付け部の構造を示す断面図であ
る。
【図３】本発明の第１の実施例に係るバックライトユニットの構成を示す分解図である。
【図４】本発明の第１の実施例に係る液晶表示装置客先筐体への取り付け例を示す分解図
である。
【図５】本発明の第２の実施例に係る液晶表示装置の背面固定枠の取り付け構造を示す分
解図である。
【図６】本発明の第５、１３の実施例に係る液晶表示装置の部分拡大図である。
【図７】本発明の第６の実施例に係るバックライトインバータの部分拡大図である。
【図８】本発明の第７の実施例に係る液晶表示装置の構成を示す分解図である。
【図９】本発明の第９の実施例に係る液晶表示装置の構成を示す外観図である。
【図１０】本発明の第１０、１１の実施例に係る液晶表示装置の構成を示す外観図である
。
【図１１】本発明の第１２の実施例に係る液晶表示装置の部分拡大図である。
【図１２】本発明の第１５の実施例に係る液晶表示装置の外観図である。
【図１３】従来の液晶表示装置の構成を示す分解図である。
【図１４】従来の液晶表示装置の取り付け部の構造を示す断面図である。
【符号の説明】
【００６５】
　１　液晶表示装置
　２　フロントフレーム
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　２ａ　通風穴
　２ｂ　嵌合部
　３　液晶パネル
　３ａ　ＴＣＰ
　４　バックライトユニット
　５　背面固定枠
　５ａ　通風穴
　５ｂ　位置決め用凸部
　５ｃ　嵌合部
　５ｄ　テーパ形状
　５ｅ　突き当て部
　５ｆ　確認用穴
　５ｇ　絞り加工形状
　６　リアフレーム
　７　バックライトシャーシ
　７ａ　位置決め用凹部
　８　光学シート
　９　ＣＣＦＬ支持台
　１０　ＣＣＦＬ
　１１　反射シート
　１２　バックライトインバータ
　１２ａ　発熱部品
　１２ｂ　熱伝導物質
　１３　信号処理基板
　１４　取り付け部（側面）
　１５　取り付け部（背面）
　１０１　液晶表示装置
　１０２　フロントフレーム
　１０３　液晶パネル
　１０３ａ　ＴＣＰ
　１０４　バックライトユニット
　１０５　背面固定枠
　１０６　リアフレーム
　１０７　バックライトシャーシ
　１０８　光学シート
　１０９　ＣＣＦＬ支持台
　１１０　ＣＣＦＬ
　１１１　反射シート
　１１２　バックライトインバータ
　１１３　信号処理基板
　１１４　取り付け部（側面）
　１１５　取り付け部（背面）
　２００　客先筐体
　２０１　液晶表示装置取り付けねじ
　２０２　背面固定枠取り付けねじ
　２０３　バックライトインバータ取り付けねじ
　２０４　背面固定枠取り付け用テープ
　２０５　穴
　２０６　折り曲げ部
　２０７　ケーブル
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　２０８　ケーブル接続穴
　２０９　スロープ形状

【図１】 【図２】
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